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迫力の千人鍋!!（鶴居村ふるさとまつり）
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２
０
１
６
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ウ
開
催

～
高
レ
ベ
ル
牛
が
そ
ろ
う
中
、
当
Ｊ
Ａ
出
品
牛
健
闘
！！
～

九
月
二
十
四
・
二
十
五
日
、
北
海
道
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
共
進
会
場
（
安
平
町
早
来
）
で
、
２
０

１
６
年
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ナ
シ
ョ
ナ
ル

シ
ョ
ウ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
道
か
ら
代
表
牛
４
４
４
頭
（
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
種
３
８
８
頭
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
３
０
頭
、
ジ

ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ
２
６
頭
）
が
出
場
し
、
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
・
ジ
ャ
ッ
ジ
（
主
任
審
査
員
）
松
原

秀
雄
氏
（
清
水
町
酪
農
家
）、
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
・

ジ
ャ
ッ
ジ
細
野
淳
氏（
ア
ル
タ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
）、

ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ッ
ジ
高
橋
忠
司
氏

（
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
・
ブ
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
サ
ー

ビ
ス
㈱
）
が
審
査
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
十
二
農
場
か
ら
十
八
頭
が

出
品
さ
れ
、
全
道
の
高
レ
ベ
ル
牛
が
出
場
す
る

な
か
健
闘
を
み
せ
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、
帯
広
市
・
ラ

イ
ブ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
出
品
牛
Ｔ
Ｍ
Ｆ
モ
ー
サ

ン 

ミ
ツ
シ
ー
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
Ｅ
Ｔ（
第

９
部
ジ
ュ
ニ
ア
２
歳
ク
ラ
ス
）
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

当
Ｊ
Ａ
出
品
者
の
成
績
は
表
の
と
お
り
で
す
。
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秋
の
味
覚
・
彩
り
も
鮮
や
か
！！

～
Ｊ
Ａ
女
性
部
鶴
居
支
部
「
野
菜
即
売
会
」
～

九
月
十
四
日
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
鶴
居
支

部
は
Ａ
コ
ー
プ
つ
る
い
店
前
で
、
野
菜

即
売
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

部
員
達
の
愛
情
込
め
て
作
ら
れ
た
自

家
産
野
菜（
約
二
十
種
類
）が
特
価
で
店

頭
に
並
び
、
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

松
下
い
ち
子
支
部
長
は
、「
今

年
は
、
日
照
不
足
、
台
風
の
影

響
な
ど
で
種
類
・
量
と
も
に
な

か
な
か
揃
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

野
菜
作
り
を
頑
張
り
、
な
ん
と

か
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
天
候
に
左
右
さ
れ

る
面
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も

部
員
達
で
協
力
し
、
安
全
・
安

心
な
野
菜
作
り
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
で
す
。」
と
意
気
込

み
を
聞
か
せ
て
頂
き
、
即
売
会

は
大
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。

入　賞　牛　一　覧　（当ＪＡ出品分）
部 順位 名　　　　　　　号 出　品　者（地区）

１部
３-１ エメラルド　ローリン　スパークコース 松　田　浩　二（音白）
３-５ ＶＳツリー　デルデ　ストーン 對　木　賢　雅（音白）

２部 ２-10 ＭＳ　Ｊ　ブロカウ　アン　センビユー　ＥＴ　 松　下　雅　幸（鶴居）

３部
２-９ ＫＷＦ　センビユー　アツトウツド (株)敬和ファーム（音白）
３-６ ヒシヌマフアーム　キヤスター　フイー　チエン (有)菱沼ファーム（鶴居）

４部 ２-８ ＴＭＦ　アツト　ライブリー　ハイ　エピソード　ＥＴ　 安　藤　　　功（鶴居）

５部
２-６ パインヘイブン　マタドーア　スパクリン　ルシフアー 松　井　俊　治（鶴居）
２-８ ＯＰ　シーダーローン　ブラゼル　アンコ 植　田　紘　史（鶴居）

７部 ３-１ ＯＰ　エムビービー　ラブリー　カウ 植　田　紘　史（鶴居）
８部 １-５ ＴＫＳ　ミノル　マツクス　アンコール 清　水　武　志（鶴居）

９部
２-１ ウツズスター　ブロー　ジユデイー　タラ　ＥＴ 林　　　稔　幸（音白）
３-４ Ｓ． Ｐ　メルマン　シド　ガイム (農) 高 橋 農 場（鶴居）

13部
３-４ ヘイチヤン　スターブライト　ゴールド　Ｄ　ロジー　ＥＴ (合)伊深ファーム（音白）
３-７ ＫＷＦ　ストーム　ヘズダ　デイリス (株)敬和ファーム（音白）
３-９ ＴＫＳ　カズナリー　テイー　ＥＴ 清　水　武　志（鶴居）

16部 ２-６ ＫＷＦ　サンチエリア　ダーハム　ビユー (株)敬和ファーム（音白）
ジャージー種　未経産ジュニアクラス
17部 ３-４ グレンモア　レーザー　ガン 安　藤　　　功（鶴居）
ジュニアカップ　育成シニアクラス

３-３ ＫＷＦ　サンチエシテイー　チツプ　ビユー　ＥＴ 本 間 巧 斗（大学１年）
㈱敬和ファーム（音白）

手作りの野菜を皆様へ
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十
月
三
〜
四
日
の
二
日
間
、
大
阪

教
育
大
学
付
属
高
等
学
校
池
田
校
舎

の
修
学
旅
行
生
１
６
４
名
が
、
根
釧

地
区
の
受
入
農
家
に
て
農
業
体
験
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
に
は
、
生
徒
77
名
（
男
子

35
名
、
女
子
42
名
）
が
４
地
区
32
戸

の
受
入
農
家
に
入
り
、
生
徒
達
は
農

家
の
親
切
丁
寧
な
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
初
め
て
体
験
す
る
搾
乳
・
給
餌
・

哺
育
な
ど
の
農
作
業
を
真
剣
に
取
り

組
む
姿
勢
が
目
に
付
き
ま
し
た
。

一
泊
二
日
の
短
期
間
で
あ
り
ま
し

た
が
、
受
入
農
家
と
の
交
流
や
か
け

が
え
の
な
い
貴
重
な
体
験
を
し
、
酪

農
に
対
す
る
理
解
を
一
層
深
め
ら
れ

た
様
子
で
し
た
。

受
入
に
あ
た
っ
て
御
協
力
頂
き
ま

し
た
農
家
の
皆
様
方
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農業体験ホームステイ 実施
～大阪教育大学付属高等学校池田校舎 生徒受入～

鶴居・離村式

搾乳体験（白糠）哺乳体験（鶴居）

搾乳体験（音別）
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地
元
産
根
釧
牛
乳
・
乳
製
品
・
馬
肉
を
提
供
！！

第
１３
回 

釧
路
大
漁
ど
ん
ぱ
く
「
農
業
・
農
村
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
K
U
S
H
I
R
O
」
〜

九
月
三
、
四
日
の
両
日
、「
第
13

回
釧
路
大
漁
ど
ん
ぱ
く
」
会
場
内

で
、「
農
業
農
村
フ
ェ
ア
i
n
Ｋ

Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
」
が
開
催
さ
れ
、

釧
路
地
区
農
協
青
年
部
協
議
会
・

Ｊ
Ａ
釧
路
地
区
女
性
協
議
会
・
釧

路
馬
事
振
興
連
合
会
が
根
釧
牛

乳
・
乳
製
品
・
馬
肉
等
の
消
費
拡

大
運
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

同
青
年
部
協
議
会

は
、
来
場
し
た
お
客

様
に
、「
よ
つ
葉
特
選

根
釧
牛
乳
」
の
無
料

試
飲
。

同
女
性
協
議
会
は

コ
ツ
コ
ツ
ミ
ル
ク

（
マ
ス
カ
ッ
ト
酢
エ

キ
ス
に
根
釧
牛
乳
を

加
え
た
も
の
）
と
チ

ー
ズ
イ
モ
も
ち
の
販

売
。同

連
合
会
は
馬
肉

（
さ
く
ら
肉
）
の
串

焼
き
と
ソ
ー
セ
ー
ジ

を
販
売
し
、
牛
乳
・

乳
製
品
・
馬
肉
と
も

大
変
好
評
で
し
た
。

石
黒
隆
行
さ
ん
（
当
Ｊ
Ａ
青
年

部
部
長
）
は
、「
今
年
は
来
場
者
も

多
く
お
客
様
の
反
応
も
上
々
で
す
。

酪
農
に
つ
い
て
よ
り
理
解
を
深
め

て
頂
き
、
私
達
が
生
産
し
た
牛
乳

の
お
い
し
さ
を
今
後
も
伝
え
て
い

き
た
い
。」

吉
田
鈴
子
さ
ん
（
当
Ｊ
Ａ
女
性

部
部
長
）
は
、「
２
０
１
０
年
か
ら

販
売
し
て
い
る
コ
ツ
コ
ツ
ミ
ル
ク

と
チ
ー
ズ
イ
モ
も
ち
は
売
れ
行
き

も
好
調
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足

の
解
消
や
骨
粗
鬆
症
の
予
防
な
ど

に
繋
げ
、
乳
製
品
の
お
い
し
さ
を

広
く
伝
え
て
い
き
た
い
。」と
述
べ
、

来
場
者
の
皆
様
に
笑
顔
で
対
応
し

て
お
り
ま
し
た
。

馬肉のおいしさ発信!!（馬事振興連合会）

カルシウム摂取を呼びかける吉田部長（右）と武藤部員（右から２番目）

牛乳のおいしさを伝えた石黒青年部長（右から２番目）と佐藤副部長（右）
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根釧牛乳の試飲・野菜の販売等 好評！！
～ 第24回 白糠町カミングパラダイス ～

九
月
十
、
十
一
日
、
白
糠
町
ハ
ミ
ン
グ

ロ
ー
ド
で
は
、
第
24
回
白
糠
町
カ
ミ
ン
グ

パ
ラ
ダ
イ
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

に
は
多
く
の
露
店
が
並
び
、
魅
力
あ
ふ
れ

る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
白
糠
支
部
は
、
野
菜
の
販

売
を
行
な
い
、
對
木
美
由
紀
支
部
長
は
、

「
今
年
は
台
風
、
塩
害
に
よ
り
野
菜
の
出

来
は
大
変
厳
し
い
も
の
で
し
た
が
、
部
員

が
総
力
を
あ
げ
野
菜
を
揃
え
て
く
れ
た
お

蔭
で
、
な
ん
と
か
こ
ぎ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
お
客
様
の
た
め
力
を
合
わ
せ
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。」

Ｊ
Ａ
青
年
部
音
白
支
部
は
、「
よ
つ
葉
特

選
根
釧
牛
乳
」
の
無
料
試
飲
と
ホ
ル
モ
ン

焼
き
を
販
売
し
、
對
木
賢
雅
支
部
長
は
、

「
今
年
は
、
台
風
や
塩
害
の
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
負
け
ず
、

部
員
一
同
、
精
一
杯
牛
乳
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
で
す
。」

Ｊ
Ａ
女
性
部
白
糠
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ

ズ
部
会
は
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
販
売
し
、

工
藤
敦
子
会
長
は
、「
部
員
達
で
協
力
し

て
作
っ
た
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
は
、
お
い
し
く

出
来
、
大
変
好
評
で
す
。」
と
そ
れ
ぞ
れ

述
べ
て
頂
き
、
今
年
も
カ
ミ
パ
ラ
は
大
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。

愛情こもった自家産野菜!!

おいしいよ！ キャラメルポップコーン

根釧牛乳は若者にも好評
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2016 鶴居村ふるさとまつり 開催
～ 食べる！ 楽しむ！ が 盛沢山 ～

九
月
二
十
二
日
、
鶴
居
村
茂
雪
裡
川
河

畔
特
設
会
場
（
野
外
ス
テ
ー
ジ
）
で
、
鶴

居
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。好

天
に
恵
ま
れ
た
中
、
会
場
に
は
食
の

エ
リ
ア
・
直
売
エ
リ
ア
・
お
楽
し
み
エ
リ

ア
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
牛
乳
早
飲
み
競
争
や
牛
の
鳴
き

声
モ
ー
モ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
、
牧
草
ロ
ー
ル

転
が
し
競
争
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

食
の
エ
リ
ア
で
は
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
鶴
居

支
部
が
「
お
ふ
く
ろ
の
味
千
人
鍋
」
を
販

売
、
松
下
い
ち
子
支
部
長
は
、「
部
員
達
で

協
力
し
て
作
っ
た
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
千
人

鍋
は
大
変
好
評
で
す
。
お
い
し
く
出
来
ま

し
た
の
で
ぜ
ひ
食
べ
て
頂
き
た
い
で
す
。」

Ｊ
Ａ
女
性
部
幌
呂
支
部
は
「
じ
ゃ
が
い

も
の
塩
煮
と
い
も
団
子
の
素
」
を
販
売
、

吉
田
鈴
子
支
部
長
は
、「
お
い
し
く
出
来
た

い
も
の
塩
煮
を
み
な
さ
ん
に
ぜ
ひ
食
べ
て

頂
き
た
い
で
す
。売
れ
行
き
も
好
調
で
す
。」

Ｊ
Ａ
青
年
部
鶴
居
支
部
は
「
つ
る
い
産

と
う
き
び
（
ゆ
で
・
生
）」
を
販
売
、
佐
藤

幸
一
支
部
長
は
、「
今
年
は
、
天
候
に
左
右

さ
れ
つ
つ
も
出
来
は
ま
ず
ま
ず
で
し
た
。

部
員
達
で
協
力
し
て
作
っ
た
つ
る
い
産
と

う
き
び
を
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
頂
き

た
い
で
す
。」
と
話
し
て
頂
き
、
青
年
部

と
女
性
部
の
テ
ン
ト
前
は
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

千人鍋・いい味出てます!!

出来立てホクホクのおいもをどうぞ!!

おいしいとうきび（ゆで・生）あります
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

7

子
牛
の
ペ
ア
飼
い

に
よ
る
効
果

子
牛
の
管
理
に
お
い
て
は
、
病
気

の
伝
播
防
止
と
人
へ
の
馴
致
と
い
っ

た
観
点
か
ら
個
別
飼
い
が
基
本
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
、
二
頭
単
位
で
管

理
す
る
ペ
ア
飼
い
が
子
牛
の
発
育
に

有
効
で
あ
る
と
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
ペ
ア
飼
い
に
つ
い
て
詳

し
く
紹
介
し
ま
す
。

期
待
で
き
る
効
果

○
増
体
が
良
く
な
る

以
下
の
理
由
か
ら
、
増
体
が
良
く

な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

①
ス
タ
ー
タ
ー
摂
取
量
の
増
加

同
居
の
子
牛
の
行
動
を
学
習
す
る

こ
と
で
、
ス
タ
ー
タ
ー
を
食
べ
る
こ

と
を
覚
え
ま
す
。
ま
た
、
競
合
に
よ

り
ス
タ
ー
タ
ー
の
摂
取
量
が
増
え
、

個
別
飼
い
の
一
・
五
倍
に
な
る
と
の

デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
（D

e P
aula 

V
ieira

etal. 2010. J.D
airy S

ci. 
93

：3079︲3086

）。

②
グ
ル
ー
プ
化
の
ス
ト
レ
ス
が
軽
減

子
牛
は
、
新
し
い
環
境
に
遭
遇
す

る
と
底
知
れ
ぬ
恐
怖
を
覚
え
ま
す
。

恐
怖
を
感
じ
に
く
い
若
齢
期
か
ら
ペ

ア
飼
い
を
始
め
る
こ
と
に
よ
り
、
ス

ム
ー
ズ
に
群
飼
い
に
移
行
で
き
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

主
な
注
意
点

○
病
気
の
伝
播
を
防
ぐ

ペ
ア
飼
い
は
子
牛
同
士
の
接
触
が

あ
る
た
め
、
病
気
の
伝
播
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
初
乳
三
Ｌ
以

上
を
目
標
に
飲
ま
せ
て
い
る
か
（
免

疫
の
確
保
）、
床
が
汚
れ
て
い
な
い

か
（
病
原
菌
増
殖
の
抑
制
）
な
ど
に

注
意
し
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

事
例
紹
介

Ａ
農
場
で
は
、
ハ
ッ
チ
の
前
に
つ

い
て
い
る
柵
で
ハ
ッ
チ
を
繋
げ
て
、

ペ
ア
飼
い
を
実
践
し
て
い
ま
す
（
写

真
２
）。

こ
の
農
場
で
は
、
一
頭
飼
い
か
ら

群
飼
い
へ
の
移
行
時
、
グ
ル
ー
プ
化

や
環
境
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
で
、
食
欲

不
振
や
下
痢
な
ど
、
体
調
を
崩
す
牛

が
慢
性
的
に
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

群
飼
い
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
と
移
行
時

の
増
体
を
改
善
す
る
た
め
に
ペ
ア
飼

い
を
始
め
ま
し
た
。

ペ
ア
飼
い
の
期
間
は
、
一
ヶ
月
程

度
で
、
図
一
の
と
お
り
、
ス
ト
レ
ス

が
か
か
ら
な
い
よ
う
な
管
理
を
し
て

い
ま
す
。

ペ
ア
飼
い
で
の
外
見
の
明
ら
か
な

増
体
の
違
い
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
育
成
舎
へ
の
移
動
後
、
体
調

を
崩
し
に
く
く
な
り
、
鳴
く
期
間
も

一
週
間
か
ら
三
日
に
短
縮
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
こ
れ
は
、
ペ
ア
飼
い
で
他

の
子
牛
に
慣
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
社

会
性
が
身
に
つ
き
、
群
飼
い
へ
の
移

行
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
で
き
た
た
め
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

農
業
者
の
方
か
ら
は
、「
ハ
ッ
チ

が
あ
れ
ば
で
き
る
の
で
、
や
っ
て
み

る
価
値
は
あ
る
。
ま
だ
始
ま
っ
た
ば

か
り
な
の
で
、
今
後
の
増
体
に
期
待

し
て
い
る
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

（
平
成
二
八
年
十
月
執
筆
）

写真１　ペンによるペア飼いの様子

写真２　ハッチを柵で連結

図１　ペア飼いから群飼いまでの管理（Ａ農場）

約１ヶ月

ペア飼い
開始

群飼い
開始離乳 除角

様子見て１週間以上

ストレス軽減のため間を空ける

３週齢以降の子牛
※臍の緒の吸い合いを防ぐため

１週間 １週間
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Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

９
月
に
札
幌
ド
ー
ム
で
「
ハ
ッ

ピ
ー
マ
マ
フ
ェ
ス
タ
」
に
参
加
し

ま
し
た
。
北
海
道
若
手
女
性
農
業
者
集
団

「L
inks

」
か
ら
「
食
と
農
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」

と
題
し
て
、
農
業
や
地
元
の
食
材
の
魅
力
を
語

っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
出

展
し
た
ブ
ー
ス
で
は
「
ち
ょ

リ
ス
・
グ
ッ
ズ
」
や
「
新
じ

ゃ
が
」
等
を
、
延
べ
約
１
６

０
０
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
Ｐ
Ｒ
も
実
施

し
ま
し
た
。

ホ
ク
レ
ン

２
０
１
６
年
９
月
12
日
よ
り
、

生
産
者
の
皆
さ
ま
に
向
け
て
「
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
」
等
を
利
用
し
た
情
報
発
信
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
営
農
情
報
、
ス
マ
ー
ト

農
業
に
関
す
る
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
国
内

外
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
情
報
等
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
発

信
。
週
に
１
〜
２
回
程
度
の
発
信
を
予
定
し
て

お
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
Ｐ
Ｃ
か
ら
ご
登
録

い
た
だ
け
ま
す
。

今
後
、
各
Ｊ
Ａ
へ
登
録
方
法
を

明
記
し
た
チ
ラ
シ
を
配
布
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

認
知
度
ア
ッ
プ
と
、幅
広
い
方
々
に
「
ひ
と
・

い
え
・
く
る
ま
」
の
総
合
保
障
を
ご
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
９
月
１
日
か
ら
翌
年
２
月
15

日
ま
で
の
期
間
限
定
で
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
用

「
ひ
と
の
わ
ぐ
ま
」
ス
タ
ン
プ
（
全
８
種
）
を

無
料
配
信
し
て
い
ま
す
。

人
の
輪
（
絆
）
を
大
切
に
考
え

て
い
る
Ｊ
Ａ
共
済
の
新
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
Ｊ
Ａ
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は

Ｊ
Ａ
の
共
済
窓
口
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の

皆
様
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、

本
会
事
業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
広
報
誌
「
す
ま
い
る
」
を
発

行
し
て
お
り
ま
す
。
年
３
回
発
行
し
て
お
り
、

様
々
な
医
療
・
健
康
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、「
地

域
か
ら
人
を
減
ら
さ
な
い
」
強
い

認
識
の
も
と
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
向
け

て
Ｊ
Ａ
・
連
合
会
・
中
央
会
が
一
体
と
な
っ
た

サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、「
担
い
手
確
保
・
育
成
支

援
事
業
」
を
今
年
度
よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

本
事
業
は
農
家
後
継
者
の
確
保
、
新
た
な
人

材
の
確
保
、
お
よ
び
担
い

手
農
業
者
の
経
営
課
題
の

解
決
を
図
る
た
め
に
、
４

つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
し

ま
す
。

下
記
の
図
は
「
農
家
後

継
者
親
元
就
農
支
援
事

業
」
の
イ
メ
ー
ジ
図
で
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に

定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

↓登録はこちらから

↑ダウンロードはこちらから
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　平素は当ＪＡをご利用いただき誠にありがとうございます。
このたびＡＴＭのシステム更改等にともない、誠に勝手ながら
上記日程にて、各店舗のＡＴＭのサービスを休止させて頂きま
す。
　ご不便をおかけしますが、何卒ご理解とご協力を賜りますよ
うお願い申し上げます。

※�ご不明な点がございましたら、当JA窓口までお問い合わせ
願います。

ＡＴＭサービスの休止について

下記の日程にて、
ATMを休止させて頂きます。

◎本　　所　　平成２９年 ３ 月 ８ 日（水）

◎幌呂支所　　平成２８年１２月 ２ 日（金）

◎白糠支所　　平成２８年１２月 １ 日（木）

◎音別支所　　平成２９年 ３ 月 ７ 日（火）

ＪＡくしろ丹頂
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ＪＡくしろ丹頂
【本　　所】TEL 0154-64-2311
【幌呂支所】TEL 0154-65-2311

【白糠支所】TEL 01547-2-2183
【音別支所】TEL 01547-6-2111
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集
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路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
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理
部
管
理
課

—
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・
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成
28
年
10
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発
行

■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱

理　事　会　報　告
９月定例理事会　平成28年９月30日（金）

報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．８月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．ＪＡ共済コンプライアンス点検結果について
６．無通告監査の報告について
付議事項�
議案第１号　�平成２８年度（第２四半期）にかかる監事

監査の結果について
議案第２号　融資の承認について
議案第３号　固定資産の取得について

議案第４号　諸規程等の一部変更について
議案第５号　諸規程等の制定について
議案第６号　�購買事業（飼料費）に係る手数料率の引

き下げについて
議案第７号　平成２８年度下期更正計画の承認について
　※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項�
１．�秋季地区別懇談会の開催について
２．�平成２８年台風等による被災組合員に対する救援募

金運動の実施について
３．当面の業務日程について

■平成28年度 　生乳生産実績（9月）
月計乳量（kg） 9月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,009,451.3 97.1 51,517,925.4 101.2
（鶴居地区） 2,757,797.2 96.7 17,576,268.2 100.4
（幌呂地区） 2,166,194.3 101.0 13,716,911.9 103.6
（白糠地区） 1,642,977.6 94.3 10,712,271.6 99.6
（音別地区） 1,442,482.2 95.6 9,512,473.7 100.9

管 内 計 42,874,808.0 98.6 274,992,761.8 102.6
（前年度管内計） 43,483,844.4 268,001,801.1

辞　　令　　発　　令
︵平成₂₈年₁₀月 ₁ 日付︶

氏　　名 新　所　属 旧　所　属

渋　谷　　　守 全共連北海道本部　自動車損害調査部
釧路自動車損害調査サービスセンター（出向） 金融共済部　共済課共済係審査役

︵平成₂₈年₁₀月₁₁日付︶

若　狭　幸　男 音別支所　購買課資材係長兼燃料課
音別給油所係長兼生活係 音別支所　購買課資材係長兼生活係

菊　地　　　仁 購 買 部　生産資材課調査役兼生活課調査役　 音別支所　燃料課音別給油所係長

大 変 お 世 話 に な り ま し た 。
この度、平成28年９月30日をもちまして、釧路丹頂農業協同組合を定年退職しま

した。
昭和56年４月に、旧白糠町農業協同組合に入組以来、35年間の長きに渡り務めさ
せていただきました。組合員の皆様、役職員、関係機関の皆様にささえられてここ
まで来れ、農協職員として全うすることができたと、心より感謝しております。
とりわけ旧白糠農協の組合員のみなさまとは、一緒に悩み、喜び、時には怒られ
たりと語りつくせないほど多くの思い出があります。これらは私の人生の大部分を
占める貴重なものです。
世代は変わり時代は進んでいきますが、古きも認めて新しいものに挑戦すること
や、便利を追究する中で「ちょっとの不便」の必要性を忘れてはならないというこ
とを農協人生で学んだように思います。これからは一度区切りをつけ、第二の人生
を歩んでいこうと思います。
最後に皆様のご健勝とご多幸をご祈念申し上げ、お礼のあいさつとさせていただ
きます。長い間大変お世話になりました。心よりお礼申し上げます。

阿 部 正 志
白糠支所営農課
営農係審査役


